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繰健所の崇ｲ舜誇鍾鯛蕊が
課題 : i ： ■f≦f舐ｼ垂■ 囹必[ ?

豊島区長崎篭康棺談所:荻澤健志
1全 ■

-保健所のデイケアの役割蝿鰯曄つぎ異毒愚生
う:に思われます。社会資源の少ないところで嘩池の

← ？ 、一； 1 ： ：‐ ・

社会賓源の補填的な役割を担いますLi稚会套源が
多い地域では他の社鑑源趣緬の違いに雲:いて
明確錐を求められます｡？ '繕にふ医繍関鍾濡ｲ鋳雰
との違い!について鯛われる事が多“'毒説ご

員鰔聯建所デｲ■ケ云誕率毒騨毒鐸熱す
-ろもめを整理したいと思いま弗迩了汲;鍼:恥:い

． … ･ ： ….篭， ． ：; ． § メ : : .,_ 、 ず. :： :， ． ： ,

' ？ ■もと:も,と保健所は､厚生賓犬聴認篝溌雛祉
部長通知の｢保健所及締耐に“撫穂蝿福
祉業務運営要領”索で"&蝿蝿諏雛福祉業務
(精神保健及び糖神障害者福祉嶬蕊榊心輸溌行
疎機関とⅢ脈､溺諌醗麓福祉唾蕊識籍証事務所、
児童相談所、市町村､医療機関蒲撤障害巻社会復

帰施設等の諸機関蕊ぴ当事巷団侭蕊業脈激育機

関等を含燃地域社会どの緊密悲連誇溌調"“に、
入院車心のケアから馳域牡会遥鰯鐘ﾃに福柾画理念
畠加鳥つ尋､糖袖障害者の鞠治療迩綻進並が握精

漁障害者の稚会復帰及び自立と識芸経清職“謬

加"促進を図溺ど“に､『地職恥榊的建騒盛
保涛鑪進を画雛純諾緬毒稀謹郁蝿誕藷：
います。 □ …J(〃ゞ〃工Ⅶ :,i ■ J

P , , ■ ■ ﾛ : ■ ■

…ゞ這阿蕊務の‘噸で"探健所鐸誰参アの役割唾､､'#持域

の糖紳瞳害者-の直鋤ｻ皇喧童と;“撞療機関
のデｲ振ｱ侭ど医拳的梢療的でぱないもの風社
会復帰及び自立と社会参伽への罐壷する事蝿'ツ
識｡平蹴7年明の同上の通知で｢保健所デイケア
その他の訓練指導の実施｣としてくゞ僻業指導､ ‘ﾚｸ
ﾘ塁一シヨン活動､創作活凱生活指導等を行い社

』 ．~~・ミ :

会復帰の促進､地域における自立と社会参加の促進
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一~～一一一令宕李諌一冤‘ロャマ 凸一

と力遁要である｡」とされています。
： ． ．

各地方自拾体で健志障害者福祉計画を作成し、こ

の障害者基本計画を推進しています｡そうした『ノ
－ 〒一 、

＝マ舅イゼ寺シヨシ｣ゞや『共生社会Jの正しい理解
． ． ． ．. ． '. ･冒呂 音． ． ． : 了

を推進ずる薙必､地域社会べの、そして行政内部へ
. ．f､ 、 号 ． r ･‐ ． ､ 二 ､

の働き謙職鐙手嬢と泌竜保健所デイケアを行鐘てい

る！“言嘉島画轌認ざ窪？≦？；口↑ ､？…－【 』？ ■
他か賜職鋤轌繊鍾瀧員"中にも〃畠考争
繩等淘刻■癖害毒滅壹寺ﾃｲズさ繩‘靴
'鰯蜘曜謹聴塾でいる蝿溌未だに多く見受けら雛董
学6絹纐標健福祉事業全般腫診いでも、事業評価に

’ 一、 や、 、 ． ‐ ．‐ ‐

は単純に参加若数や卒業者熱狂会復帰率と■して就
労者の率を用いま急とずる場合や養用対効果をそう

し垂数字調い篭評算し聖う迄手睡とが少憩<職
いのが現状です。もちろん垂活維持型デイケアへの

「も ； 号 子 ．

評価蹴低,<､f玖壹マ霧;誰諺零シヨン｣‘や｢共生継割
. . 』. ' ･ -鎧晋 ざ . ； -. . ‐ ． ． , 、

蠅進を謡価繊指漂鱸誘鳥鶏蕊にも欠けていま強典、
ァ ･』 毎 : :鍔'一' ‐ ･･ 』…乳: 『 '' , " ‘外

“驚漁保健所デ猫渉語膳薩精猟探健福祉穐織屋籍

塞逵師塞雲潅"霜塞嬢"毒ぷ““藩
，‘まず‘個別の面接や訪問では見ることの寒き蓉総

当蕊巻愈集団で"側面患麺るた”場であ“蝶蹴
… ¥ =ｼ ｰ， . … 息…宝：

的確にア篭スメントずるため膣利用できる揚惹もあ
． 子 －

ります･箱神保健福祉相談量蕪爆健師など瀧唯圭営
： ≦ ミ. ゞ;‐ .*

葦ざまな蜴面を共惹薪迩事のできる場であ'眺当,事
･ ･ き･ ･･r ､ ､ 畠 , ‐弓 ， ． ． ~ ． ． ． ＝･ ･･ ．~

者をよ'り自然睡蕊輝き参蕊罰になる場で魁あ跡講

す.違うした活錘餌読錘鐘塞の立案のた“卿
紳鰯織塗ると謹言毫菫迄蚕乳楳健所掌稲毒講

’ ’ 一 ｡ _ ‐ 、 ､ ． ：鳴 一 ご. - ： ． ｡ ｡』 ． ． き ， ･ ･

に朧糖瀞陣書巻蓉鍾富鐵繊鍵“『にこう囎潅錆嘩
樋繼捧･蝋鋤職篭鶴職露藩鍾です。

似上の襲うに$畷健諒簔發窃:蔬あ投割権職:、精

神障害春割，直鐡毒灘“壷蝿雛帰の“
や訓練揚導の投瓢｡〃篝幸ラホゼーシヨン』:『共

， ‐ 曹 “ ニ テ

生社割:の実環に向けでの識饗含、の働きかけの役割、

③行政と:しての施溌業義へのアシ象ﾙﾄの役釧が
’ ‐ と

ある;のです。… ゞ ざ"
地域保健法腫;よ謬で保健所は都道府県から市町村

． . ． ： ． ‐省 .烏 ･

へ移管さ払矛鐸癒裳繊”無礁健所デイケデは

暑"数，職り劇し懲蔑嬉簿舗自鍼織黍施
綜さ懇繍纐保嬢誕推鐙璽鍵図霧表き§変海為う
雀l鯵職噌舗蕊毒董蕊壷泰蝿輔誹総輔継
篝鐸源を生驫出L壷き潅萎輪舞壷社会総蝋瀧
"整備と'いう籍画乖に規鐘さ錘走黍捲ちの群組へ入

れ込ま‘れ座うとし篭います｡規定の社会褒源の枠に
、

』

ﾛ＝ . ､ ヨーー配ゴー－－ - 一・ ､ ﾛ －－鼻 ・ 二・－ﾓ ｭ･ﾕﾛ伊■L壬｡－

ー~~~－~一‐…一一‐ ‐一一" ，::一一:一~~－…－－.~.~ﾃｰｰテｰｰｰ-‐~了云一寿寿三一写字~~ｰ
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この度、熊本にて日本デイケア学会第11回年次大会を開催させていただきます

ことを大変光栄に存じます。

今回は大会テーマを「心豊かな生活を支援するために～デイケアでの実践、そし

て挑戦」といたしました。

地域で暮らす精神障害者や高齢者の方々が、デイケア・デイサービスを通して真

の福祉サービスの提供を受けられる為に、実践の場で今私どもが何をなすべきかを

考え、語り合えることを目的としました。

医療・保健・福祉の脆弱が懸念される今日こそ、実践現場で連携し、パワーに代

えて、さまざまな問題を乗り越えなければならないと思います。毎日の暮らしや療

養の真っ直中にある障害者やお年寄りにどれだけ寄り添っていけるか、この学会で

それを学ぶことが出来れば、デイケアが優しく理解に満ちた空間になることでしよ

（

語

フ｡

本学会で、講演やセミナー・一般演題が充分検討されることを願っています。

市民公開講座も、テーマに「老人性認知症」を選び、講演や執筆等'幅広く活躍中

の橋幸夫氏を講師にお招きし、一般市民の理解と啓発に繋ぎたいと考えています。

今はなき三村孝一先生、佐々木勇之進先生に学会の成功を、運営に携わった多く

の職員と共にご報告できれば、これに勝る喜びはありません。

初秋の熊本は、阿蘇も天草も黒川温泉に代表される湯の里も、皆様を心から歓迎

してお迎えします。沢山のご参加をお願いしご挨拶と致します。

G

日本デイケア学会第11回年次大会

大会長藤本敏雄

3
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日本デイケア学会第11回年次大会第旧目

平成18年9月2旧（木）

第1会場コンサートホール

Ｉ
Ｉ

開会式
9:30～10:00

記念講演I
｢改めてデイケアの意義を問う一学会新しい10年の出発に際して」

【講師】柏木昭 【座長】宮川洸平
10:00～10:40

記念講演Ⅱ

｢障害者自立支援法と医療保健福祉施策の動向について」
【講師】鷲見学 【座長】藤本敏雄

11:00～12:30

（

シンポジウムI「高齢者」

「新たなる介護予防における通所サービスの現状と課題」
【シンポジスト】角町正勝中村雅巳渡辺純子那須久史堀田公子 【座長】堀尾慎彌鴻江圭子

13:10～16:10

謹謹1音楽龍言ﾙ室演劇ﾘ八一ｻﾙ室
第5会場

一般演題(口述）一般演題(口述）一般演題(口述）
【精神科】12演題【精神科】12演題【精神科】12演題
運営スタッフ機能分化､目的別． 身体管理、
取り組み． 就労支援･その他服薬･評価、
個別アプローチ 調査･家族会、

家族教室その他

第2会場
ﾖ劇ホーノ演

1F

モール会場

一般演題(ボｽﾀｰ）
【精神科】21演題
運営･ブﾛグﾗﾑ実践・

機能分化･調査等
4パートのパネル

に分かれて発表
16:30～17:30

モし

一般演題(口述）

【精神科】12演題
プログラム実践

13:10～16:30 13:10～16:30 13:10～16:30 13:10～16:30

懇親会
熊本ホテルキ1ヤッスルノ
18:30～

’
一

4

1 日本デｲｹｱ学零万回年次大会」
大会テーマ 『心豊かな生活を支援するために

～デイケアでの実践、そして割職～』
●

大会長 藤本敏雄（日本精神科病院協会態本県支部長）

会期 平成1B年9月21日(木)･22日(金)。
学 会

ワークシヨツプ・市民公開講座：平成18年9月23日(土・祝）

会場 熊本県立劇場
〒862-0971熊本市大江2丁目7－1
TEL：096-363-2233／FAX：096-371-5246

JR熊本駅よりタクシー約15分熊本交通センターよりタクシー約10分

熊本空港よりタクシー約30分高速道路熊本インターチェンジより約20分
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平成18年9

日本デイケア学会第11回年次大会第2日目
月22日(金）

’ "1第1会場コンサートホール
一・‐ 一

シンポジウムⅡ｢精神科］
「自立支援法について一施行後どう変わったのか一」
上ノ山一舅赤星香世子徳山大英宮部真弥子吉浜文洋【シンポジスト】 【座長】樺島

9:30～12:30

精神科わミナー

「階層化する社会と精神医療」
【講師】舂木進 【座長】犬飼邦明

13:10～14:30

特別講演

「音楽を通しての心のふれあい」
【講師】チャーリー永谷 【座長】藤本敏雄

’ 14:50～16:20
’

学会総会＜
16:20～16:40

閉会式
16:40～17;00

！

第2会場演劇ホール ．灘
蝋

源’

蕊| 一

９
－

高齢者セミナー

｢高齢者における在宅ケアと自立支援」
【講師】橋本泰子 【座長l堀尾'|亘彌

13:10～14:30

’第2会場
演劇ホール

一般演題(口述）
【高齢者】12演題
運営スタッフ

腕り組み･認知症・
その他
9:30～12:30

溺第

し ’
第3会場
大会議室

一般演題(口述）
【高齢者】12演題
リ八ビリ訓練・
地域交流､連携・
その他
9:30～12:30

第4会場
音楽リハーサル室

一般演題(口述）
【精神科】12演題
プログラム実践・
心理教育･SST等

垂冒

楽 ル室－｣－

’（ 9:30～12:30

－

5



日本デイケア学会第11回年次大会第3日目
平成18年9月23日(±・祝）
I

二
１
Ｊ
Ⅱ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
Ｉ
Ｉ ’

第2会場
演劇ホール

|精神科ﾜｰｸｼｮｯブ
デイケアプログラムの
展開方法
【講師】石田重信
【座長】前田真弓

演 し

’第3会場
大会議室

高齢者ワークショップ

サービスの現場から語る
～高齢者に対する自立の
ためのデイケア,デイサービス
の実践と問題点～
【講師】佐藤智洋
山田英司
飯干久美

島村明子
【座長】米満淑恵
林邦雄

10:00～12:00

第：・大

第4会場
音楽リハーサル室

精神科ワークショップ
思春期デイケアの実践
【講師】横田周三
植村照子

【座長】上妻明彦

第
音楽ﾘ」 ル室

第5会場
リ八一サノ演劇 ﾚ室

精神科ワークショップ
当事者が語る当事者の
エンパワーメン卜
【講師】姫井康隆
徳山大英

【座長】岡田洋一

10:00～12:00 10:00～12:00 10:00～12:00

劇ホール演

〈
市民公開講座

｢夢の架け周より介護･家族･人生とは
【講師】橋幸夫 【座長】犬飼邦明

18:00～14:30

新刊

事前登録は8月31日まで延長しました。未だ間に合いますので是非ご参加下さい。

＜鐸猛暑の候皆様にはいかがお過ごしでしょうか。

熊本は連日35度を超す暑さですが、実行委員は本来の職務の傍ら、学会運営の仕事
に忙殺されています。現在、一人でも多く参加登録をしていただくように、各関係団
体に働きかけているところです。採算ベースにはまだ届かない登録者数に、汗は冷や
汗となってしたたり落ちています。会員の皆様には誘い合わせの上、是非初秋の熊本
へお出かけいただきたいと思います。

「抄録集」の編集作業にも取りかかっていますが、見やすさを基本に地方色も取り入
れ、荷物になっても帰路に捨てられないように、心を込めて編集しています。事前登
録された方には前もってお送りできるよう急ピッチで作業しています。

「充実した学会運営」を合い言葉に、皆様のご来熊を心よりお待ち申し上げます。

｜

’
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ある日のカンファレンスから
札幌市デイケア･ｸﾘﾆｯｸほっとｽﾃｰｼｮﾝ長谷川直実

ツフもおり、会議は一時猿山のような賑わいをみせ

た。結局、餅つきは、彼が若いのに腰が悪いこと、

杵を振り上げたときにデイルームの蛍光灯を破壊す
る恐れがあることも判明し却下された。

次に出た案はソフI､ポール対抗試合、スポーツ大
会のための応援団を結成し、彼に団長になってもら

うという提案である。これなら「誰かのため」とい

う大義名分がある上に、彼の好きな剣道の胴着を着
用することも叶えられて、 “男を上げる”絶好の機会
ともなりうる。そこで、さっそく応援団の結成が決
定し、担当のスタッフが選ばれる運びになった。

この会議ではさまざまな「脱線」をしたものの、
当事者のリソース（持ち味）を出来るだけ引き出せ

るような方向で話し合い力瀝開した。このような話
題の展開はスタッフの精神的な疲弊感を募らせるこ

とも少ないと言える。しかしせっかくの会議で活発
に討議された内容や結論であっても、実際の臨床の

場に成果となって活かされなければその意義も半減
してしまう。会議は、言語を媒体としてスタッフが

臨床経験を深化させていく絶好の機会でもあるが、
やはり臨床へのフィードバックが第一義的であるこ

とを忘れてはならない。

あまりにも日常的に参加しているがために、つい

その基本的な意義を忘れがちな会議についての雑感
を思いつくままに書き綴ってみた。

良い会議・カンファレンスのあり方とはどんなも

のなのだろうか。当院でも毎月様々な会議が開かれ

る。ナースミーティング、PSW会議、どんぐり会

議（どんぐりとは「大通公園どんぐりの家」の略で、
宅老・託児所であり、デイケアの就労支援プログラ

ムでホームヘルパー2級資格を取得したメンバーの

一部がスタッフとともに就労している)、毎朝夕のミ

ーティング、 SST会議、症例検討会、水曜朝の勉

強会（スタッフカ粗当を持ち回り)、最終水曜夕方の
勉強会（主に対応法について)、毎週金曜日のカンフ

ァレンス、そのほか行事や何かのトラブル対応のた

めの会議など数多く会議があるわけで、それだけに

有効な会議の時間の使い方、進め方、意見の出やす

い会議の雰囲気については考えさせられる。

先日もあるカンファレンスで、20代の統合失調症

の男性メンバーAさんに関して話し合い力蒋たれた。
病識が乏しく、一人暮らしで服薬がきちんとできて

いないこと、スタッフの中で若いOTに恋愛感情を抱

き、つきまとっていること、近くに住む親に対して
反抗的・拒絶的態度をとり、親を悩ませていること

などがまず話題として取り上げられた。あるスタッ

フは、ソフトボールの対抗試合に出るメンバーたち

がデイルームで筋肉トレーニングをしているそばで、

大柄な彼がバットを竹刀にみたてて素振りをしたが

っていたと発言した。他のスタッフからは、畑作業

に出たはいいが、力が余ってトマトの苗を抜いたり、
ポールを折ったり、スコップでほかのメンバーに土

をかけて叱責されたエピソードについて語られた。
またしきりと件のOTの周りを警護しようとしたり、

｢大事な人を守るんだ」「男はいざというとき…」な
どととつぶやいていることが看護師から報告された。
このようなエピソード、背景から病状が不安定なが

らも彼が､何か「男気」を駆り立てるような、身を捧
げるような大義名分を欲しているのではないかという

推測力濡し合われた。そして次に「病状を悪化させず」
｢彼の男気を大事にし」「デイケアでできること」につ
いて何があるか力話し合われたのである。

「力仕事を頼む」 （備品修理、硬く閉めたピンの蓋
開けなど）という案がまずでた。しかし、継続性が

ないとの理由でポツになった。次に「よさこいソー

ラン祭り」の期間に毎年開催されるバザーに餅つき

を行い、彼に担当してもらってはという案が出た。
餅つきにまつわる自身の思い出を語りだすスタッフ、
椅子の上に立ち上がって餅つきの動作を始めるスタ

戸

こどものデイケアの変遷
茨城神経科クリニックこどもの園院長田上洋子

平成2年に始めたこどものためのデイケアも、 16

年経って振り返って見る必要がある。

当初は登校拒否児の行き場がなく、 「家の中にも

閉じこもれないし、保健室に行ったら先生が教室に

入れようとするし、映画はお金がないし、行く所が
無いんだよ｡」とこどもから訴えられていた。「今制

服を着て、家を出たけどどこも行く所がないんだ、
どうしょう先生｡」と本人から電話を貰って、こっ

ちが慌てて「そうね..． じゃあ私の所に来るか？」
｢でもね先生の所は格子窓があるじゃん、あれはい

やなんだ｡」「う－ん，そうだね.”困ったね｡」とひ
たすら困っていた。

そんなこども達の気持ちに押されて、小規模のデ

イケアを作り、とりあえずこどもの居場所は作った。
まず、こどもにとって居心地が良い所にしようと心

をくだいた。それまで禁止や規制が強い中をアップ

アップしていたこどもに一切の規制を取り外す、

｢ここでゆっくり休んで、やりたい事が見つかった

（

7



4－
一弓一一曹司一

” ； ア〆〆云： ‐' :;， 手 了 ‘､ｱﾏ号琴・

，市町村に出来た｡それ以来､単艤の鈴生がら鑑綾拒
“ ‐ ::: ： ､，

否の相談が全くなくなった6 :＃ ：

最近の傾向は自治体の随応指導教室1から紹介

きれたこども､担任が特殊な知的障害を疑うこども、
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